
ＱＲコードからお申込みください

右のQRコードを読取ると
申込みページが表示されます →

Zoom配信で行なう講座です。
事前に当院ホームページから
お申込みください。

※申込締切は、5月30日月11：00です。

お問合せ
湘南さくら病院
☎0467-54-2255（代表）
茅ヶ崎市下寺尾１８３３

　最近、サウナ用語の「整う」が、流行ってい
ます。「ととのえる」ではなく、「ととのう」という
ニュアンスにこだわった言葉であり、気持ち
の平穏さを保つことに大きく関係しています。
今回は、このようなニュアンスに関する事柄
から、「心の整い方」についてお伝えします。

心の整え方 改め   「心の整い方」　

オンライン PC ⁄ スマホ ⁄タブレットでネットからご自宅視聴を！
医学講座視

聴
無
料

５月31日（火）14：00から日 時

講 師
湘南さくら病院　
　　　　心理室    黒住 享弘  臨床心理士

視聴方法はホームページをご覧ください

事前に当院のホームページを
ご覧いただき、設定の準備を
してご視聴ください。

不明点などは、
お気軽にお電話（左記）で
お問合せください。

茅ケ崎新北陵　医学講座 検索
お問合せ
茅ケ崎新北陵病院
☎0467-53-4111（代表）
茅ヶ崎市行谷583ｰ１

　「慢性腎臓病」は、末期腎不全への進行
だけではなく、心血管疾患の危険因子であ
り、診断と治療は、人工透析の導入を遅らせ
て、心血管病変の発生・死亡を予防する大
事な目的があります。生活習慣病とも密接な
関係がある腎臓病についてお話しします。

慢性腎臓病と人工透析の関係とは？　～生活習慣病との関連・健診のすすめ～

オンライン PC ⁄ スマホ ⁄タブレットでネットからご自宅視聴を！
医学講座視

聴
無
料

５月31日（火）14：00から日 時

講 師
茅ケ崎新北陵病院　
内科（人工透析治療担当）    高橋 淳子  医師

血
液
の
状
態
の
イ
メ
ー
ジ

貧 血正 常

赤血球 白血球血小板
赤血球 白血球

血小板

　

高
齢
化
に
と
も
な
い
、
一
般
的

な
が
ん
は
も
と
よ
り
、
白
血
病
や

悪
性
リ
ン
パ
腫
と
い
っ
た
『
血
液

の
が
ん
』
も
、
増
加
傾
向
に
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

生
活
習
慣
と
発
症
の
関
連
は
不

明
な
部
分
が
多
い
の
で
す
が
、
定

期
的
な
健
康
診
断
の
受
診
は
、
是

非
お
勧
め
し
た
い
と
思
い
ま
す
」。

　
︱
︱
︱
お
話
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

湘
南
東
部
総
合
病
院
・
受
診
予
約

☎
０
４
６
７・８
３・９
１
９
２

茅
ヶ
崎
市
西
久
保
５
０
０

　
︱
︱
︱
臓
器
か
ら
の
出
血
の
場

合
も
あ
る
の
で
す
ね
。

　
「
は
い
。
先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う

に
、胃
や
腸
か
ら
の
出
血
の
場
合
、

詳
し
く
調
べ
て
み
る
と
、【
胃
が

ん
】
や
【
大
腸
が
ん
】
が
見
つ
か

る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
他
の
悪
性
腫
瘍
に
お
い
て

も
、
貧
血
を
と
も
な
う
こ
と
が
し

ば
し
ば
認
め
ら
れ
ま
す
」

　
︱
︱
︱
白
血
病
や
悪
性
リ
ン
パ

腫
な
ど
は
、「
血
液
の
が
ん
」
と

聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
…
。

　
「
確
か
に
、
白
血
病
、
悪
性
リ

ン
パ
腫
と
い
っ
た
疾
患
は
、『
血

液
の
が
ん
』
と
呼
ば
れ
て
お
り
、

血
液
を
構
成
す
る
細
胞
が
“
が
ん

化
”
し
て
、
過
剰
に
増
え
て
し
ま

う
こ
と
で
、
体
に
種
々
の
影
響
を

及
ぼ
す
病
気
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
は
一
般
的
な
が

ん
と
は
異
な
り
、
手
術
で
治
療
で

き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
血

液
は
体
中
を
巡
っ
て
い
る
の
で
、

ど
こ
か
を
切
除
す
れ
ば
治
る
と
い

う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
治
療

で
は
、
い
わ
ゆ
る
『
抗
が
ん
剤
』

の
投
与
が
行
な
わ
れ
ま
す
が
、
疾

患
の
種
類
・
年
齢
・
体
格
な
ど
に

よ
っ
て
、
投
与
す
る
薬
剤
の
種
類

な
ど
は
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

ロ
ビ
ン
濃
度
が
、
あ
る
基
準
値
を

下
回
っ
た
場
合
に
診
断
さ
れ
ま

す
。
症
状
と
し
て
は
、
疲
れ
や
す

い
、
動
く
と
す
ぐ
息
が
切
れ
る
、

だ
る
い
、
ふ
ら
つ
く
な
ど
が
、
典

型
的
な
も
の
で
す
が
、
全
く
症
状

が
な
く
、
突
然
、
健
康
診
断
で
指

摘
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

貧
血
は
、
た
だ
治
療
す
る
だ
け

で
は
な
く
、
原
因
を
は
っ
き
り
と

さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
」

　
︱
︱
︱
貧
血
の
原
因
は
、
何
で

す
か
？

　
「
貧
血
の
原
因
は
、
さ
ま
ざ
ま

あ
り
、
胃
や
腸
か
ら
の
出
血
（
消

化
管
出
血
）
に
よ
る
も
の
も
あ
れ

ば
、
鉄
分
の
不
足
や
、
あ
る
種
の

ビ
タ
ミ
ン
が
不
足
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
起
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
体
の
中
で
血
液
が
つ

く
ら
れ
に
く
く
な
っ
て
起
こ
る
特

殊
な
貧
血
も
あ
り
ま
す
」

貧
血
の
原
因
が
「
消
化
器
が
ん
」の
場
合
も

経
験
（
２
０
１
５
年
10
月
か
ら
）

を
も
ち
、
今
回
は
、
常
勤
医
師
と

し
て
着
任
し
ま
し
た
。
岡
本
医
師

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
︱
︱
︱
血
液
内
科
で
扱
う
内
容

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
（
岡
本
医
師
・
以
下
同
）「
血
液

内
科
で
は
、【
貧
血
】
と
い
っ
た

一
般
的
な
も
の
か
ら
、【
白
血
病
】

【
悪
性
リ
ン
パ
腫
】
な
ど
の
特
殊

な
疾
患
ま
で
、
幅
広
い
血
液
疾
患

を
担
当
し
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、

や
は
り
貧
血
が
、
一
番
身
近
な
存

在
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
」

　

︱
︱
︱
確
か
に
、「
貧
血
」
は

よ
く
聞
き
ま
す
が
、
何
が
ど
う

な
っ
て
い
る
状
態
な
の
で
す
か
？

　
「
貧
血
は
、
血
液
中
の
ヘ
モ
グ

　

茅
ヶ
崎
市
内
で
は
、
西
久
保
に

あ
る
「
湘
南
東
部
統
合
病
院
」
が
、

血
液
内
科
を
常
時
、
開
設
し
て
い

る
唯
一
の
病
院
で
す
。
今
春
、
日

本
血
液
学
会
の
専
門
医
資
格
の
ほ

か
、
が
ん
治
療
認
定
医
資
格
な
ど

を
も
つ
岡
本
宗
雄
医
師
が
血
液
内

科
に
着
任
。
岡
本
医
師
は
、
同
院

で
の
非
常
勤
医
師
と
し
て
の
診
療

複
数
の
血
液
専
門
医

治
療
」
と
指
摘
さ
れ
る
人
は
、
意

外
と
多
く
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ

の
治
療
を
専
門
と
す
る
「
血
液
内

科
」
を
有
す
る
病
院
は
、
あ
ま
り

多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

多
く
の
健
康
診
断
で
行
な
わ
れ

る
「
血
液
検
査
」。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
白
血
球
の
異
常
値
や
、
血
小

板
の
減
少
、
貧
血
な
ど
の
異
常
が

出
て
、「
要
精
密
検
査
」
や
「
要

　

茅
ヶ
崎
市
内
の
病
院
で
、
唯
一
、「
血
液
内
科
」
が
あ
り
、
常
勤
医
師
が
複
数
所
属

し
て
い
る
湘
南
東
部
総
合
病
院
（
茅
ヶ
崎
市
西
久
保
）。
こ
の
春
か
ら
、
岡
本
宗
雄
医

師
（
常
勤
）
が
着
任
し
、
同
院
で
は
、
日
本
血
液
学
会
な
ど
の
専
門
医
資
格
を
も
つ
所

属
医
師
が
、
さ
ら
に
増
員
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
取
材
協
力
・
同
院
〉

　

日
本
人
は
、
血
液
や
血
管
の
病
気
で
死
亡
す
る
こ
と
が
多
く
、
特
に
「
血
液
」
は
、

生
き
て
い
く
上
で
、
と
て
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
、

多
く
の
人
が
、
血
液
の
健
康
に
対
す
る
関
心
度
は
、
あ
ま
り
高
く
あ
り
ま
せ
ん
。
血
液

の
働
き
に
つ
い
て
知
り
、
血
液
検
査
の
大
切
さ
を
理
解
し
ま
し
ょ
う
。

血
液
は
体
中
を
循
環
す
る

く
い
」
な
ど
の
あ
り
ふ
れ
た
症
状

の
中
に
、
血
液
の
病
気
が
隠
れ
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

気
に
な
る
症
状
が
あ
る
場
合
は

血
液
検
査
、
そ
し
て
、
血
液
内
科

な
ど
の
専
門
性
に
長
け
た
医
師
に

診
て
も
ら
う
と
、安
心
で
し
ょ
う
。

や
、
さ
ら
に
は
、
原
因
や
病
気
の

進
行
度
、
ど
の
系
統
の
異
常
な
の

か
な
ど
が
、
判
明
す
る
き
っ
か
け

に
な
り
ま
す
。
血
液
は
、
い
わ

ば
“
生
体
デ
ー
タ
の
宝
庫
”
で
あ

り
、
そ
の
領
域
を
専
門
と
し
て
い

る
「
血
液
内
科
」
は
、
オ
ー
ル
ラ

ン
ド
な
活
躍
が
可
能
で
す
。

は
、〔
血
漿
〕
に
貯
蔵
し
て
い
る

水
分
で
行
な
い
、
一
方
で
、
余
分

な
水
分
を
吸
収
し
な
が
ら
、
平
衡

状
態
を
保
ち
ま
す
。

　

ま
た
、
血
液
の
体
内
循
環
の
際

に
、
体
表
近
く
を
通
過
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
体
の
中
で
つ
く
ら
れ

た
熱
を
冷
や
し
、
体
温
を
調
節
し

ま
す
。

　
　
　

＊　
　

＊　
　

＊

　

こ
の
よ
う
に
、
血
液
は
体
全
体

に
関
わ
っ
て
い
る
重
要
な
組
織
で

す
。

　

血
液
の
状
態
を
調
べ
れ
ば
、
何

か
の
病
気
が
隠
れ
て
い
な
い
か     

不
安
は
ま
ず

         

血
液
検
査
を

単球

好中球

リンパ球

赤血球
血小板

血 漿

白血球
好酸球

好塩基球

リンパ系
前駆細胞

骨髄系
前駆細胞

造血幹細胞

骨髄

血管

　

負
傷
し
て
出
血
し
た
際
に
、〔
血

小
板
〕
が
傷
口
の
穴
を
固
め
て
ふ

さ
ぎ
、
血
を
止
め
る
作
用
が
あ
り

ま
す
。

　

体
外
か
ら
、
病
原
菌
や
ウ
イ
ル

ス
な
ど
が
侵
入
し
た
場
合
に
は
、

〔
白
血
球
〕
が
そ
れ
を
捕
え
て
、

排
除
す
る
生
体
防
御
（
免
疫
）
の

機
能
が
あ
り
ま
す
。

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
血
液
の
主
な
３
つ

の
役
割
を
紹
介
し
ま
す
。

球
・
白
血
球
・
血
小
板
な
ど
の
「
血

球
」
と
い
う
細
胞
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
重
要
な
役
割

　

人
間
の
血
液
は
、
栄
養
分
や

タ
ン
パ
ク
質
が
溶
け
て
い
る

「
血
け
っ
し
ょ
う
漿
」
と
い
う
液
体
と
、
赤
血

❶ 

運
搬

❸ 

体
内
環
境
の
維
持

❷ 

防
御（
免
疫
機
能
）

　

全
身
を
巡
る「
血
液
」
は
、生
体
デ
ー
タ
の
宝
庫

赤
血
球・白
血
球・血
小
板・血
漿
の
役
割
も
紹
介

茅
ヶ
崎
市
内
の
病
院
で
唯
一
、
専
門
診
療
を
実
施

常
設
の「
血
液
内
科
」が
さ
ら
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

常
勤
医
体
制
を
充
実
化

●日本内科学会
　　　　　認定内科医
● 日本血液学会
　　　　　認定血液専門医
● 日本がん治療認定医機構
　　　　　がん治療認定医

岡本 宗雄医師
湘南東部総合病院
         　  血液内科

湘南東部総合病院

新湘南BP

寒川駅

香川駅

北茅ケ崎駅

1

茅ケ崎駅

浜之郷小

中央公園中央公園

市役所市役所

北口北口

文化会館文化会館

茅ケ崎
中央病院

湘南東部
総合病院

ココ

く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
〔
血
漿
〕
は
、
体
内
の
組
織
の

水
分
量
を
調
節
す
る
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。
組
織
へ
の
水
分
補
給

　

体
中
の
細
胞
に
必
要
な
酸
素
や

栄
養
素
を
運
び
、
そ
し
て
、
二
酸

化
炭
素
や
老
廃
物
を
回
収
す
る
役

割
が
あ
り
ま
す
。
ま
さ
に「
運
搬
」

の
働
き
で
す
。

　

こ
れ
に
は
、〔
赤
血
球
〕
の
中

に
あ
る
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
が
、
大
き

　
「
顔
色
が
悪
い
」「
す
ぐ
息
切
れ

が
す
る
が
、
心
臓
に
問
題
は
な
い

と
い
わ
れ
た
」「
血
が
止
ま
り
に

！！
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今までの暮らしをそのままに‒。
ご夫婦同室での入居に最適な居室空間

介護が必要になってもご夫婦で
身近に暮らし続けたい方へ

隣同士のお部屋で夫婦
気兼ねなく暮らしたい方へ

湘南ふれあいの
園３階ラウンジに

て 茅ヶ崎３施設の見学会 体験入居キャンペーン 

「失敗しない老人
ホームの選び方」

5月１4日㈯・5月28
日㈯

     両日とも 14：0
0～15：30

  ※事前予約・先
着10名さま 限

定

老人ホームの種類
や、費用の違いが

学べる無料セミナ
ーです。

期 間：5月1日㈰～13日㈮
募 集：１日１組さま限定
内 容：「湘南ふれあいの園」と
　　　「湘南ふれあいの園湘南東部」と
　　　「ナーシングホーム元町」の
        ３施設間を送迎します

期 間：5月16日㈪～27日㈮募 集：１日１組さま限定料 金：１泊３食付き11,000円対 象：「湘南ふれあいの園」あるいは　　　「湘南ふれあいの園湘南東部」　　　または「ナーシングホーム元町」　　　の３施設のいずれか

合同イベント
単独イベント

合同イベント

1

茅ケ崎駅

市役所市役所

北口北口

新湘南BP
45

茅ヶ崎駅前

文化会館文化会館

東海道線

相
模
線

湘南ふれあいの園湘南ふれあいの園

湘南ふれあいの園
湘南東部
湘南ふれあいの園
湘南東部

ナｰシング
ホｰム元町

湘南東部総合病院

お申込み・お問合せは
各施設にお電話ください。
先着順で決まりますので、

早めのご予約を
おすすめしております。

湘南ふれあいの園 ☎0467（86）6534
茅ヶ崎市茅ヶ崎2-2-3

湘南ふれあいの園 湘南東部
☎0467（57）6050  茅ヶ崎市西久保745

ナーシングホーム元町
☎0467（88）2500  茅ヶ崎市元町10-3

湘南ふれあいの園シリーズ湘南ふれあいの園シリーズ
ふれあいグループが運営する介護付有料老人ホーム

茅ヶ崎地区で合同イベントを開催！

電話またはメールで応募連絡後、
必要書類を郵送してください。
　    【選考】書類・面接 など
〒253-0084 
茅ヶ崎市円蔵370-20
エフ.アンド.ユアライフ３F新聞宛
☎0467（58）5678
　 fy-kouho@fureai-g.or.jp

㈲エフ.アンド.ユアライフ

応募〆切／５月16日月

正社員募集
健康生活お役立ち新聞

◇長期勤続によるキャリア形成
　のため、若年層を積極採用

資格／要普免（AT限定可）
年齢／40歳位まで
勤務予定地／茅ヶ崎市
待遇／社会保険完備、医療費補助制度
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか

ライティング業務等
未経験者歓迎！意欲重視

急募

　

○
…
「
東
北
生
ま
れ
で
す
が
、

研
修
医
時
代
に
は
じ
ま
り
、
こ

れ
ま
で
神
奈
川
県
、
と
り
わ
け

湘
南
に
縁
が
深
く
、『
外
科
医
』

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
私
が
、

今
、『
乳
腺
外
科
医
』
と
し
て
乳

が
ん
治
療
を
専
門
と
し
て
い
る

の
も
、
こ
の
地
で
の
影
響
が
大

き
い
か
ら
で
す
」。
１
９
８
３
年

に
茅
ヶ
崎
市
内
で
、
日
本
初
の

乳
が
ん
に
対
す
る
「
乳
房
温
存

療
法
」（
手
術
）
が
行
な
わ
れ
、

そ
の
イ
ン
パ
ク
ト
と
実
施
病
院

で
の
勤
務
経
験
が
、
乳
腺
分
野

を
極
め
る
契
機
と
な
り
ま
し
た
。

「
茅
ヶ
崎
は
、
医
師
と
し
て
第
一

歩
を
踏
み
出
し
た
思
い
入
れ
が

あ
る
土
地
で
も
あ
り
ま
す
。
こ

こ
で
医
療
貢
献
が
で
き
る
こ
と

を
、
嬉
し
く
思
い
ま
す
」。

　

○
…
今
春
か
ら
、「
茅
ケ
崎
中

央
病
院
」
で
は
、
新
し
く
「
乳

腺
外
科
」
を
開
設
。
部
長
医
師

と
し
て
、
主
に
乳
が
ん
治
療
に

尽
力
し
て
い
ま
す
。
同
院
に
は
、

が
ん
の
診
断
に
重
要
な
役
割
を

果
た
す
Ｐ
Ｅ
Ｔ–

Ｃ
Ｔ
や
、
放
射

線
治
療
の
サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ
が

そ
ろ
い
、「
当
院
の
多
彩
な
診
療

科
の
協
力
に
よ
っ
て
実
現
可
能

な
医
療
を
“
総
動
員
”
し
、
さ

ら
に
所
属
す
る
『
ふ
れ
あ
い
グ

ル
ー
プ
』（
17
病
院
ほ
か
）
の
充

実
し
た
施
設
間
連
携
に
よ
っ
て
、

手
術
・
化
学
療
法
・
放
射
線
治

療
だ
け
で
な
く
、
緩
和
ケ
ア
に

至
る
ま
で
、
俯
瞰
し
た
幅
広
い

医
療
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
」

と
、
言
葉
に
意
志
を
感
じ
ま
す
。

遠
方
か
ら
の
来
院
者
の
利
便
性

を
考
え
、「
都
心
に
近
く
、
通
勤

路
線
上
の
病
院
で
も
診
療
す
る

こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
方
に
安

心
感
を
提
供
し
た
い
」と
、横
浜
・

関
内
駅
か
ら
徒
歩
３
分
に
あ
る

「
ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル
」

で
も
週
１
回
、
診
療
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

　

○
…
こ
れ
ま
で
携
わ
っ
た
乳
が

ん
手
術
は
３
千
件
を
超
え
、「
お

一
人
お
ひ
と
り
、し
っ
か
り
と

お
話
し
し
、
そ
の
方
が
望
む
将

来
像
に
最
も
近
づ
け
ら
れ
る
治

療
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

家
庭
や
社
会
的
な
お
立
場
は
そ

れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
の
で
、
個

別
の
治
療
内
容
を
考
え
て
い
き

ま
す
」
と
真
摯
に
語
り
ま
し
た
。

こ
の「
人
」に
聞
く

  

医
師
の
基
盤
を
築
い
た「
湘
南
」

 

　
　
　
　 

乳
が
ん
治
療
で
恩
返
し

村山 章裕 医師
 （むらやま あきひろ）　　　　

茅ケ崎中央病院
【乳腺外科】

日本外科学会 外科専門医・指導医
日本乳癌学会 乳腺認定医
日本医師会 認定産業医

藤
沢
駅
北
口
か
ら
徒
歩
３
分
！

医
療
福
祉
ビ
ル「
Ｔ
Ｈ
Ｐ
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
リ
ニッ
ク
」

取
材
協
力

　

複
合
施
設
「
テ
ィ
ー
・
エ
イ
チ
・
ピ
ー
・
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
で
は
、

医
師
に
よ
る
外
来
診
療
の
ほ
か
、
人
工
透
析
治
療
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
デ
イ
ケ
ア
、

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
も
あ
り
ま
す
。

　

藤
沢
駅
北
口
か
ら
辻
堂
駅
方
面

へ
徒
歩
３
分
の
と
こ
ろ
に
あ
る
７

階
建
て
の
ビ
ル
「
テ
ィ
ー
・
エ
イ

ン
は
、
何
階
で
す
か
？

　

Ａ
．
３
階
の
広
い
フ
ロ
ア
に
専

用
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
て
い
ま
す
。

３
階
へ
は
、
当
ビ
ル
の
１
階
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
か
ら
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

で
移
動
で
き
ま
す
。
身
体
機
能
を

訓
練
す
る
た
め
の
専
用
器
具
を
備

え
た
「
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
」
の

ほ
か
、「
デ
イ
ル
ー
ム
」、
入
浴
設

備
も
あ
り
ま
す
。

　

当
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
効
果
的

に
運
動
で
き
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機

器
を
そ
ろ
え
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
専
属

の
理
学
療
法
士
が
中
心
と
な
っ

て
、
利
用
者
さ
ま
の
状
態
に
合
わ

せ
た
「
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
提

チ
・
ピ
ー
・
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
リ
ニ
ッ

ク
」（
以
下
、Ｔ
Ｈ
Ｐ
）
の
ス
タ
ッ

フ
に
、
こ
の
ビ
ル
の
中
で
提
供
さ

れ
て
い
る
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
、お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
Ｑ
．
１
階
か
ら
７
階
ま
で
、
全

て
が
「
Ｔ
Ｈ
Ｐ
」
な
の
で
す
か
？

　

Ａ
．
は
い
、
そ
う
で
す
。
当
ク

リ
ニ
ッ
ク
の
７
階
建
て
の
ビ
ル
に

は
、
外
来
診
療
（
内
科
・
精
神
科
・

心
療
内
科
）
の
ほ
か
、人
工
透
析
、

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
デ
イ
ケ
ア
、
通

所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
各
施

設
や
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
が

あ
り
、
総
合
的
な
ク
リ
ニ
ッ
ク
と

し
て
、
医
療
・
福
祉
を
提
供
し
て

お
り
ま
す
。

　
Ｑ
．
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

供
し
て
い
ま
す
。

　
Ｑ
．
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
は
、
後
遺
症
な

ど
か
ら
の
回
復
の
た
め

だ
け
で
な
く
、
今
あ
る

身
体
能
力
の
維
持
や
、

介
護
の
予
防
的
な
効
果

も
あ
る
と
聞
き
ま
し
た

が
、
本
当
で
す
か
？

　

Ａ
．
は
い
。
運
動
す
る
こ
と
で
、

筋
力
と
認
知
機
能
を
維
持
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
で
す
か
ら
、今
、

身
体
機
能
に
問
題
を
抱
え
て
お
困

り
の
方
だ
け
で
な
く
、
寝
た
き
り

の
予
防
に
も
な
る
の
で
、
運
動
の

機
会
を
つ
く
る
こ
と
は
、
と
て
も

大
切
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
流
行
の
影
響
で
、
外
出
を
た
め

ら
い
が
ち
に
な
っ
て
い
る
こ
こ
数

年
で
す
が
、
運
動
習
慣
を
つ
く
る

こ
と
は
、こ
の
よ
う
な
時
に
こ
そ
、

必
要
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

運
動
を
習
慣
づ
け
る
た
め
に

も
、
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
通
所
リ
ハ

周
辺
地
図
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
、
是
非
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
Ｑ
．居
宅
介
護
支
援
事
業
所
は
、

ど
の
よ
う
に
関
係
し
て
い
る
の
で

す
か
？

　

Ａ
．
自
宅
生
活
を
、
よ
り
良
く

過
ご
せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
当

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
通
所
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
に
通
わ
れ
て
い
る
方

に
対
し
、
そ
の
利
用
者
さ
ま
が
、

ご
帰
宅
さ
れ
た
ご
自
宅
で
、
ま
だ

支
援
が
必
要
な
場
面
な
ど
に
、
当

ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
居
宅
介
護
支

援
事
業
所
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と

連
携
し
て
、福
祉
用
具
の
提
案
や
、

ご
家
族
へ
の
介
護
指
導
な
ど
、
ご

家
庭
で
の
負
担
が
軽
減
で
き
る
よ

う
に
、サ
ポ
ー
ト
し
て
お
り
ま
す
。

　

当
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
見
学
や
お
問

い
合
わ
せ
は
、
お
気
軽
に
お
電
話

く
だ
さ
い
。

■
テ
ィ
ー
・
エ
イ
チ
・
ピ
ー
・
メ

デ
ィ
カ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

☎
０
４
６
６・２
５・５
９
１
１

藤
沢
市
藤
沢
４
９
８

３階にある「リハビリセンター」の様子

取材協力／ＴＨＰ

2



　

授
業
は
10
〜
20
人
と
い
う
少
人

数
で
組
ま
れ
、
さ
ら
に
担
任
制
度

を
と
っ
て
い
る
た
め
、
個
々
の
サ

ポ
ー
ト
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

　

同
校
の
ス
タ
ッ
フ
は
、「
５
月

は
毎
週
土
曜
日
に
、
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
や
説
明
会
、
体
験
入

学
を
行
な
い
ま
す
。
実
際
に
授
業

を
担
当
す
る
教
員
や
、
本
校
の
在

校
生
が
、
学
校
の
魅
力
を
紹
介
し

ま
す
の
で
、
雰
囲
気
を
体
感
す
る

に
は
、
絶
好
の
機
会
だ
と
思
い
ま

す
。
個
別
相
談
は
、
全
日
程
で
行

な
っ
て
い
ま
す
。
是
非
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

最
寄
駅
は
、
Ｊ
Ｒ
と
小
田
急
線

が
通
っ
て
い
る
ア
ク
セ
ス
便
利
な

町
田
駅（
Ｊ
Ｒ
町
田
駅
か
ら
徒
歩

１
分
、
小
田
急
町
田
駅
か
ら
徒
歩

４
分
）！
駅
近
の
立
地
も
魅
力
で

す
。
ま
ず
は
こ
の
機
会
に
、
同
校

を
訪
問
し
て
み
て
は
。

　

詳
し
い
内
容
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

■
医
療
ビ
ジ
ネ
ス
観
光
福
祉
専
門

学
校

☎
０
４
２・７
４
４・９
７
１
１

　
「
医
療
ビ
ジ
ネ
ス
観
光
福
祉
専

門
学
校
」
で
は
、
医
療
事
務
や
Ｉ

Ｔ
ス
キ
ル
、
介
護
福
祉
の
ほ
か
、

ホ
テ
ル
・
ブ
ラ
イ
ダ
ル
業
界
で
活

躍
す
る
人
材
を
、
養
成
し
て
い
ま

す
。

　

多
彩
な
分
野
が
学
べ
る
コ
ー
ス

を
設
置
す
る
こ
と
で
、
あ
ら
ゆ
る

場
面
に
即
応
で
き
る
力
と
、
豊
か

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
磨

き
な
が
ら
、
所
属
す
る
学
科
の
専

門
知
識
と
技
術
が
習
得
で
き
ま

す
。

的
な
資
格
を
取
得
で
き
る
研
修
で

す
。
添
削
課
題
を
併
用
し
て
進
め

る
の
で
、通
学
は
週
１
回
で
す
み
、

働
い
て
い
る
人
で
も
受
講
し
や
す

い
日
程
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
上
位
資
格
と
な
る
の
が
、

「
介
護
福
祉
士
実
務
者
研
修
」
で

す
。
通
信
課
程
で
あ
り
、
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
や
勉
強
方
法
に
合
わ
せ

て
、「
Ｗ
ｅ
ｂ
学
習
コ
ー
ス
」
と
「
印

刷
教
材
学
習
コ
ー
ス
」
か
ら
選
べ

ま
す
。
研
修
中
は
も
ち
ろ
ん
、
研

修
修
了
後
も
国
家
試
験
受
験
・
合

格
ま
で
、
き
め
細
か
い
サ
ポ
ー
ト

が
あ
り
ま
す
。
同
セ
ン
タ
ー
で
の

21
年
度
の
介
護
福
祉
士
実
務
者

研
修
修
了
生
の
国
家
試
験
合
格
率

は
、
な
ん
と
100
％
！
興
味
が
あ
る

人
は
、
是
非
お
問
い
合
わ
せ
を
。

■
ふ
れ
あ
い
医
療
福
祉
研
修
セ
ン

タ
ー

☎
０
４
６
７・８
４・０
５
７
６

　

医
療
や
福
祉
の
講
座
を
行
な
っ

て
い
る
「
ふ
れ
あ
い
医
療
福
祉
研

修
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、「
介
護
職

員
初
任
者
研
修
」
と
「
介
護
福
祉

士
実
務
者
研
修
」を
開
講
し
ま
す
。

　
「
介
護
職
員
初
任
者
研
修
」
は
、

介
護
の
基
本
的
な
知
識
か
ら
応
用

技
術
ま
で
を
学
び
、
介
護
の
入
門

介護資格の取得へ！

 入門的な「初任者研修」と
発展の「実務者研修」を開講

ふれあい医療福祉研修センター

春のオープンキャンパス開催！  

  医療・ＩＴ・福祉、
   おもてなし分野のプロに

医療ビジネス観光福祉専門学校

問合せ
医療ビジネス観光福祉専門学校
神奈川県相模原市南区上鶴間本町3-18-27
☎042-744-9711
医療ビジネス学科 病院事務コース・メディカルITコース／
介護福祉学科／観光学科 ホテル・ブライダルコース

JR町田駅
徒歩１分
小田急町田駅
徒歩４分 実施日・内容は変更になる

場合があります。最新の情報は
HPでご確認ください。

AO入試合格へのアドバイス、学校概要の説明ほか

体験授業、在校生トークほか

学校説明会・AOエントリー説明会

学校概要の説明、
入試・学費についてほか

体験入学

スペシャル
オープンキャンパス

スペシャル
オープンキャンパス

介護福祉
医療ビジネス学科

介護福祉学科

JR町田駅

小田急線
町田駅

ココ

土
5／ 7   10：00～11：30

土
5／14   10：00～12：30

土
5／21   10：00～12：30

土
5／28   10：00～12：00

教員や在校生が紹介！　
2022

年度

５月開
催

医療事務・IT

体験授業、在校生トークほか ホテル・ブライダル
観光学科

オープンキャンパス スケジュール

ホテル・ブライダル

介護福祉

IT

医療事務

申込み・問合せ

茅ケ崎駅

1十間坂鳥井戸橋

南湖入口
JR

茅ケ崎駅
から

徒歩１8分 スクーリング
会場

〒ふれあい医療福祉研修センター
神奈川県茅ヶ崎市南湖1-6-11
茅ヶ崎リハビリテーション専門学校 別館３階
☎0467-84-0576　   0467-84-5966
     fureai-kensyu@fureai-g.or.jp

木６／９   ～ ９／29   木
計17日間（週１回ペース）

介護職員初任者研修介護職員初任者研修介護職員初任者研修介護職員初任者研修介護職員初任者研修

［ＪＲ茅ケ崎駅北口から徒歩18分］
茅ヶ崎リハビリテーション専門学校 別館3階・演習室

申込みフォームへ

申込みフォームへ

入門的資格

上位資格

日 程

スクーリング

水６／１   ～ 11／30   水
計７日間 ［ＪＲ茅ケ崎駅北口から徒歩18分］

茅ヶ崎リハビリテーション専門学校
別館3階・演習室

日 程

スクーリング

介護福祉士実務者研修介護福祉士実務者研修介護福祉士実務者研修介護福祉士実務者研修介護福祉士実務者研修

き
”
は
「
が
ん
」
な
の
で
す
が
、

大
き
く
な
っ
て
も
周
囲
の
組
織

に
は
侵
入
し
ま
せ
ん
。
で
す
か

ら
、
手
術
で
治
す
こ
と
が
で
き

る
が
ん
と
考
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

検
診
で
発
見
さ
れ
る
多
く

は
、
こ
の
タ
イ
プ
で
す
。
シ
コ

リ
を
つ
く
る
こ
と
が
少
な
い
と

　

乳
が
ん
に
罹
患
し
た
日
本
人

女
性
の
数
は
、
２
０
２
０
年
は

９
万
２
３
０
０
人
と
さ
れ
、
女

性
の
が
ん
部
位
の
中
で
、
最
も

多
い
患
者
数
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
や
、
乳
が
ん
は
、
９
人

に
１
人
が
罹
患
し
て
い
る
時
代

で
す
。

　

乳
が
ん
に
よ
る
死
亡
数
も
増

加
傾
向
に
あ
り
、
２
０
１
９
年

に
は
、
１
万
４
８
３
９
人
と

な
っ
て
い
ま
す
（
以
上
「
が
ん

の
統
計
２
０
２
１
」
よ
り
）。

　

乳
が
ん
に
は
、【
非
浸
潤
が

ん
】
と
【
浸
潤
が
ん
】
の
２
つ

の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

　
【
非
浸
潤
が
ん
】
は
、“
顔
つ

　

現
場
の
医
師
な
ど
が
、病
気
や
治
療
に
関
す
る
内
容
を
解
説
す
る
コ
ー
ナ
ー「
ト

ピ
ッ
ク
ス
」。
第
９
回
目
は
、
こ
の
春
か
ら
、
新
し
い
専
門
診
療
科
「
乳
腺
外
科
」

を
開
設
し
た
茅
ケ
崎
中
央
病
院
（
JR
茅
ケ
崎
駅
北
口
か
ら
徒
歩
５
分
）
で
、
乳

が
ん
の
診
断
・
検
査
・
治
療
を
担
当
し
て
い
る
村
山
章
裕
医
師
＝
今
号
「
こ
の

人
に
聞
く
」
で
紹
介
＝
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。　
〈
以
下
本
文
、村
山
医
師
談
〉

乳房温存療法に長いキャリアをもち、これまで
手がけた乳がん手術は、３０００件を超える。
外科医としての経験も豊富なため、乳腺分野の
治療においても、一般外科や救急診療の知識を
活かし、細分化されている現在のがん診療に、
幅広いアプローチで、現代女性の多彩なライフ
スタイルを支える姿が印象的。

Dr.Murayama

村山 章裕
日本外科学会 外科専門医・指導医
日本乳癌学会 乳腺認定医
日本医師会 認定産業医
厚生労働省 緩和ケア研修終了　　

茅ケ崎中央病院
乳腺外科部長医師

Today's hero
！今回の主役

Topics

〈
取
材
協
力
〉

茅
ケ
崎
中
央
病
院

☎
０
４
６
７・８
６・６
５
３
０

茅
ヶ
崎
市
茅
ヶ
崎
２
の
２
の
３

い
う
特
徴
を
も
ち
ま
す
。

　
「
早
期
が
ん
」
と
も
い
わ
れ

ま
す
が
、
気
が
付
い
た
頃
に
は
、

す
で
に
大
き
く
広
が
っ
て
い
る

こ
と
が
あ
り
、
乳
房
切
除
が
必

要
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
に
対
し
、【
浸
潤
が
ん
】

は
、
シ
コ
リ
を
つ
く
る
傾
向
が

あ
り
、
自
身
で
発
見
す
る
こ
と

が
多
い
タ
イ
プ
で
す
。

　

厄
介
な
の
は
、
浸
潤
と
い
う

言
葉
通
り
、
が
ん
周
囲
の
組
織

に
入
り
込
み
、
広
が
る
能
力
を

も
つ
こ
と
で
す
。
周
囲
組
織
に

入
り
込
ん
だ
が
ん
細
胞
は
、
リ

ン
パ
節
に
転
移
、
あ
る
い
は
血

管
に
侵
入
し
て
、
全
身
を
め
ぐ

り
、
他
の
部
位
（
主
に
骨
・
肺
・

肝
臓
）
に
到
達
し
て
、
転
移
巣

を
つ
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

乳
が
ん
は
シ
コ
リ
以
外
、
症

状
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん

が
、
進
行
に
と
も
な
い
、
左
の

よ
う
な
症
状
＝
チ
ェ
ッ
ク
表
参

照
＝
が
現
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
１
つ
で
も
該
当
す
る
場
合

は
、
専
門
診
療
科
が
あ
る
病
院

を
受
診
し
て
、
必
要
な
検
査
を

受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
「
乳
が
ん
検
診
」
は
、
各
自

治
体
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
茅
ヶ

崎
市
の
場
合
は
、
40
歳
以
上

（
１
９
８
２
年
３
月
31
日
以
前

生
ま
れ
）
の
女
性
で
、
偶
数
歳

の
方
が
対
象
に
な
り
ま
す
。〈
検

査
項
目
は
、「
視
触
診+ プ
ラ
ス

マ
ン

モ
グ
ラ
フ
ィ
」
ま
た
は
「
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
」
の
み
〉。

　

自
治
体
の
検
診
と
は
異
な
り
、

病
院
外
来
で
の
「
乳
が
ん
診
療
」

で
は
、
視
・
触
診
、
マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
検
査
、
超
音
波
検
査
な

ど
を
行
な
い
ま
す
。
さ
ら
に
詳

し
く
調
べ
る
必
要
が
あ
る
場
合

は
、
細
胞
診
・
組
織
診
・
Ｍ
Ｒ

Ｉ
な
ど
の
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

治
療
方
法
に
は
、
手
術
、
放

射
線
治
療
、
薬
物
療
法
（
内
分

泌
療
法
、
化
学
療
法
（
抗
が
ん

剤
）、
分
子
標
的
薬
な
ど
）
が
あ

り
ま
す
。
茅
ケ
崎
中
央
病
院
で

は
、
が
ん
の
性
質
や
進
行
具
合
、

体
の
健
康
状
態
、
年
齢
、
他
の

病
気
の
有
無
な
ど
に
加
え
て
、

患
者
さ
ま
と
相
談
し
な
が
ら
、

治
療
方
法
を
決
め
て
い
き
ま
す
。

現
場
の
医
師
が
解
説
！

　
ぜ
ひ
知
っ
て
欲
し
い
！

　
　  
「
乳
が
ん
」の
２
つ
の
タ
イ
プ

    

村
山 

章
裕 

医
師（
茅
ケ
崎
中
央
病
院
）

 

乳
が
ん
の
患
者
数
・
死
亡
数

キリトリ

乳がんのご相談は…

茅ケ崎中央病院
☎0467（86）6530
　　茅ヶ崎市茅ヶ崎２-２-３
  ［茅ケ崎駅北口から徒歩５分］

シコリがある
または
あるような気がする

乳頭から分泌物
がある

乳頭乳輪部が
ただれている

乳房皮膚の変化

乳腺外科
発見したら、
すぐに乳腺外科へ！

乳がん
かも⁉

ともに「がんの統計2021」参照 1960年1970年 1980年 1990年  2000年2010年 2019年

10

100

乳房

胃

大腸
子宮

肺

乳房
大腸

肺

胃

子宮

喉頭

8万人　10万人４万人　   ６万人０人　   ２万人

92,300人

68,600人

43,100人

41,800人

28,200人

400人

部位別予測がん罹患数ｰ女性・2020年ｰ 部位別死亡率年次推移ｰ女性・人口10万人対ｰ

検
査
と
治
療
の
内
容

手
術
で
治
す【
非
浸
潤
が
ん
】

シ
コ
リ
で
発
見
【
浸
潤
が
ん
】

3



視聴には、事前にお申込みが必要です

当院のホームページを
ご覧いただき、
「お申込みフォーム」に
必要事項をご入力の上、
ご視聴ください。

お問合せ
ふれあい平塚ホスピタル
☎0463-22-4105（代表）
平塚市袖ヶ浜１ｰ12

　「人生の最期」について、考えたことが
ありますか？今回の講座では、「人生の最
期」をどのように迎えるのか、また、その時
に、医療機関とどのような関係をもつのか、
といったことについて、当院の菅井院長が
皆さまと一緒に考え、アドバイスいたします。

人生会議を開きましょう　～アドバンス・ケア・プランニングの実践～

オンライン PC ⁄ スマホ ⁄タブレットでネットからご自宅視聴を！
医学講座視

聴
無
料

５月26日（木）15：00から日 時

講 師
ふれあい平塚ホスピタル　
        総合診療科・外科   菅井 桂雄  院長

当院のホームページ上に動画をアップ！

公開日以降に、
当院のホームページの中で
動画を自由に
ご視聴いただくことが可能です。

※インターネット環境が必要です。
　（Wi-Fiでの視聴をお勧めしております。）

お問合せ
ふれあい鎌倉ホスピタル
☎0467-23-1111（代表）
鎌倉市御成町9ｰ5

　今、脳梗塞や心筋梗塞といった「血栓症」
が増えています。新型コロナウイルス感染症
の重篤な合併症としても知られ、薬を使う
際、出血時の副作用に注意が必要な病気で
す。この病気の予防を踏まえ、生活の質を保
ち、健康寿命を延ばす秘訣をお話しします。

血栓と止血　

Web動画 お好きな時間にPC ⁄ スマホ ⁄タブレットで何度でも！
医学講座視

聴
無
料

５月13日（金）から〈予定〉公 開

講 師
ふれあい鎌倉ホスピタル　
　　　　　　　血液内科   小山 高敏  医師

慢
性
の
咳
・
痰
・
息
切
れ
…

喫
煙
者
は
要
注
意
！
そ
の
症
状
、Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
か
も

〜
呼
吸
器
内
科
の
担
当
医
が
語
る
〜

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
発
症
と
治
療
法
に
つ
い
て

ふ
れ
あ
い
平
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル
　
宮
田
篤
志 

医
師

ま
す
。

　

当
院
に
は
、
呼
吸
器
の
リ
ハ
ビ

リ
に
つ
い
て
、
専
門
的
な
知
識
を

も
つ
『
呼
吸
療
法
認
定
士
』
が
、

５
名
在
籍
し
て
お
り
ま
す
。〈
22

年
３
月
現
在
〉

　

喫
煙
し
て
い
る
方
は
も
ち
ろ

ん
、
そ
う
で
な
い
方
も
、
最
近
、

咳せ
き

・
息
切
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
て
き

た
よ
う
な
場
合
に
は
、
当
院
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
」。

　
　
　
　
　
　

取
材
協
力
／
同
院

元
の
状
態
に
戻
す
こ
と
は
困
難
で

す
が
、
早
期
に
治
療
を
開
始
す
れ

ば
、
進
行
を
抑
え
て
症
状
を
軽
く

す
る
こ
と
が
可
能
で
す
」

呼
吸
リ
ハ
ビ
リ
も
必
要

　
「
治
療
に
は
、
ま
ず
、
禁
煙
が

原
則
で
す
。
そ
れ
に
加
え
て
炎
症

を
抑
え
る
副
腎
皮
質
ホ
ル
モ
ン
や

抗
生
物
質
、気
管
支
を
広
げ
る
薬
、

痰た
ん
を
出
し
や
す
く
す
る
薬
な
ど
を

適
宜
、組
み
合
わ
せ
て
い
き
ま
す
。

　

病
状
が
進
ん
で
い
る
と
、
呼
吸

筋
が
弱
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い

の
で
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
っ
て
症
状
の
改
善
が
期
待
で
き

た
ば
こ
が
肺
胞
を
破
壊

　
（
宮
田
医
師
）「
た
ば
こ
の
煙
の

中
の
有
害
成
分
に
よ
っ
て
肺
胞
が

炎
症
を
起
こ
し
、
気
管
支
が
狭
く

な
っ
た
り
、
肺
胞
が
破
壊
さ
れ
た

り
し
て
、
呼
吸
が
苦
し
く
な
る
病

気
が
、『
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
』
で
す
。
以

前
は
『
慢
性
気
管
支
炎
』『
慢
性

肺
気
腫
』と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
病
気
は
進
行
性
で
あ
り
、

　

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
（
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
）
は
、
早
期

発
見
と
早
期
治
療
が
大
切
で
す
。
ふ
れ
あ
い
平
塚

ホ
ス
ピ
タ
ル
で
呼
吸
器
内
科
を
担
当
し
て
い
る
宮

田
篤
志
医
師
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

筋
の
機
能
障
害
、
栄
養
障
害
、
骨

粗
鬆
症
な
ど
も
併
発
す
る
可
能
性

が
あ
る
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。

　

厚
生
労
働
省
の
調
査
結
果
に
よ

る
と
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
は
、
２
０
２
０

（
令
和
２
）
年
に
お
い
て
、
男
性

の
死
因
の
10
位
に
上
が
っ
て
お

り
、
全
国
の
死
亡
数
は
男
女
合
計

で
１
万
６
１
２
５
人
で
し
た
。
そ

の
う
ち
、
神
奈
川
県
内
の
死
亡

数
は
、
全
国
で
３
番
目
に
多
い

９
５
６
人
で
し
た
。

　

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
は
、
ま
だ
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
な
い
疾
患
で
す
が
、
で

き
る
だ
け
早
く
発
見
し
、
治
療
に

よ
っ
て
進
行
を
抑
制
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
す
。

た
ば
こ
が
原
因
の
肺
疾
患

　

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
は
、
主
に
喫
煙
が
原

因
で
肺
に
炎
症
が
起
こ
り
、
息
を

吐
き
出
し
に
く
く
な
る
病
気
で

す
。
進
行
す
る
と
、
痰
を
と
も
な

う
咳
・
息
切

れ
の
ほ
か
、

体
重
減
少
や

心
不
全
な
ど

の
症
状
が
出

る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、

肺
だ
け
で
な

く
、
全
身
の

炎
症
、
骨
格

　

長
年
、
た
ば
こ
を
吸
い
続
け
て

い
て
、「
近
頃
、
咳せ
き

や
痰た
ん

が
多
く

な
っ
た
」「
息
苦
し
く
な
る
こ
と

が
増
え
た
」
と
い
う
人
は
、
Ｃ
Ｏ

Ｐ
Ｄ
（
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
）
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

１
万
６
１
２
５
人

１
３
５
９
人

１
２
０
３
人

７
９
６
人

９
５
６
人

７
８
９
人

全
国

東
京
都

大
阪
府

神
奈
川
県

兵
庫
県

埼
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P

足
の
切
断
を
避
け
る
た
め
に

糖
尿
病
に
お
け
る「
フ
ッ
ト
ケ
ア
」の
重
要
性

今
年
３
月
、鎌
倉
ホ
ス
ピ
タ
ル
に
設
置

足
の
専
門「
フ
ッ
ト
ケ
ア
外
来
」ス
タ
ー
ト
！

糖
尿
病
合
併
症
対
策
に
効
果
的

い
る
と
聞
き
ま
し
た
が
？

　

Ａ
．
そ
の
通
り
で
す
。
糖
尿
病

で
は
、
網
膜
症
に
よ
っ
て
視
力
低

下
を
起
こ
し
、
足
の
病
変
を
見
逃

し
た
り
、
感
染
症
に
対
す
る
抵
抗

力
が
落
ち
て
、
放
置
さ
れ
た
傷
が

重
症
化
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る

か
ら
で
す
。
当
院
で
は
、
そ
の
よ

う
な
こ
と
を
防
ぐ
目
的
も
あ
り
、

「
フ
ッ
ト
ケ
ア
専
門
外
来
」
を
開

設
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
足
の
切
断
に
関
わ
る
重

大
な
病
変
に
な
り
か
ね
な
い
内
容

を
含
ん
で
い
ま
す
の
で
、
重
症
化

を
予
防
し
て
、
糖
尿
病
患
者
さ
ま

が
ご
自
身
の
足
で
長
く
歩
け
る
よ

う
に
、
丁
寧
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

き
ま
す
。

■
フ
ッ
ト
ケ
ア
専
門
外
来
に
関
す

る
ご
相
談
は
、
ふ
れ
あ
い
鎌
倉
ホ

ス
ピ
タ
ル
に
お
電
話
を
。

☎
０
４
６
７・２
３・１
１
１
１

鎌
倉
市
御
成
町
９
の
５

鎌
倉
駅
西
口
か
ら
徒
歩
３
分

ケ
ア
」
で
は
、
看
護
師
が
足
の
状

態
を
観
察
し
ま
す
。
健
康
状
態
全

般
を
把
握
し
、
ヤ
ス
リ
を
使
っ
た

爪
の
お
手
入
れ
の
ほ
か
、
保
湿
軟

膏
に
よ
る
ケ
ア
を
提
供
い
た
し
ま

す
。

　
「
予
防
的
フ
ッ
ト
ケ
ア
」
で
は
、

日
常
的
な
運
動
・
栄
養
面
に
関
す

る
提
案
を
行
な
い
、
専
門
性
を

も
っ
て
、
足
に
負
っ
て
い
る
傷
や

胼
胝
（
た
こ
）
な
ど
を
、
詳
細
に

報
告
い
た
し
ま
す
。

　
Ｑ
．フ
ッ
ト
ケ
ア
の
重
要
性
は
、

糖
尿
病
に
お
い
て
も
注
目
さ
れ
て

を
開
設
し
た
こ
と
で
、
何
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
か
？

　

Ａ
．
こ
ち
ら
は
、
専
門
的
に
足

を
観
察
す
る
外
来
で
す
の
で
、
患

者
さ
ま
に
と
っ
て
は
、
足
病
変
へ

の
予
防
的
ケ
ア
を
目
的
と

し
た
ご
利
用
の
ほ
か
、
対

症
療
法
（
治
療
）
の
選
択

が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

Ｑ
．
足
の
ケ
ア
と
は
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
す
る

の
で
す
か
？

　

Ａ
．
足
の
健
康
維
持
の

た
め
の
「
観
察
的
フ
ッ
ト

　

ふ
れ
あ
い
鎌
倉
ホ
ス
ピ
タ
ル
の

ス
タ
ッ
フ
に
、「
フ
ッ
ト
ケ
ア
専

門
外
来
」
に
つ
い
て
、
お
話
を
聞

き
ま
し
た
。　
　
　
〈
取
材
協
力
〉

　
Ｑ
．「
フ
ッ
ト
ケ
ア
専
門
外
来
」

　

ふ
れ
あ
い
鎌
倉
ホ
ス
ピ
タ
ル
は
、
今
春
（
２
０
２
２
年
３
月
）
か
ら
、
新
し
く

「
フ
ッ
ト
ケ
ア
専
門
外
来
」
を
開
設
し
ま
し
た
。
昨
秋
に
設
置
し
た
10
の
専
門
外

来
に
、
こ
の
分
野
を
追
加
し
、
糖
尿
病
患
者
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

処
置
だ
け
で
な
く
、
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
と
の
連
携
や
生
活
指

導
ま
で
、
幅
広
く
対
応
し
て
い
る

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
（
湘
南
エ
リ

ア
で
は
、
ふ
れ
あ
い
鎌
倉
ホ
ス
ピ

タ
ル
の「
フ
ッ
ト
ケ
ア
専
門
外
来
」

な
ど
）。

　
「
う
お
の
め
」（
鶏
眼
）や「
た
こ
」

（
胼
胝
）
な
ど
は
、
自
分
で
発
見

し
や
す
い
病
変
で
す
が
、
そ
れ
以

外
に
も
、
壊え

そ疽
を
起
こ
し
て
い
た

り
、
潰
瘍
が
治
り
に
く
く
な
っ
て

い
た
り
、
血
流
障
害
に
と
も
な
う

傷
が
治
ら
な
い
、
と
い
っ
た
こ
と

も
、
足
の
病
変
に
含
ま
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
専
門
的
な
観
察
が
必
要

で
あ
り
、
医
療
機
関
で
の
フ
ッ
ト

ケ
ア
に
よ
っ
て
、
発
見
で
き
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　

血
流
と
深
く
関
係
し
て
い
る
足

を
大
切
に
い
た
わ
る
こ
と
は
、
生

活
の
質
（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）
の
維
持
に
つ

な
が
り
ま
す
。
少
し
で
も
長
く
自

分
の
足
で
歩
く
た
め
に
、
足
の
健

康
を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。

ど
が
起
き
て
も
、
足
を
切
断
す
る

よ
う
な
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
例
え
ば
糖
尿
病
を
患
っ

て
い
る
人
で
は
、
こ
の
よ
う
な
足

病
変
が
原
因
で
、
足
を
切
断
し
な

く
て
は
な
ら
な
く
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、近
年
、

医
療
的
な
側
面
を
も
っ
た
「（
予

防
的
）
フ
ッ
ト
ケ
ア
」
が
、
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。

素
人
で
は
判
断
で
き
な
い
病
変
も

　

医
療
機
関
で
行
な
う
「
フ
ッ
ト

ケ
ア
」
で
は
、
診
察
か
ら
検
査
、

活
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、

足
に
負
っ
た
傷
や
病
変
を
重
症
化

さ
せ
な
い
こ
と
が
、
重
要
に
な
り

ま
す
。

　

持
病
が
な
い
人
で
あ
れ
ば
、
靴

擦
れ
や
、
熱
傷
、
水
虫
、
巻
爪
な

切
断
に
至
っ
た
背
景
に
は

　

糖
尿
病
や
下
肢
閉
塞
性
動
脈
硬

化
症
を
患
っ
て
い
る
人
、
人
工
透

析
患
者
、
ま
た
は
体
力
な
ど
が
落

ち
て
い
る
高
齢
者
で
は
、
日
常
生

　
「
糖
尿
病
」
で
は
、
足
の
病
変
に
気
を
付
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
、
ご
存

知
で
す
か
？
糖
尿
病
を
発
症
す
る
と
、
足
の
血
管
が
狭
く
な
っ
た
り
、
神
経
の
機
能

が
弱
ま
る
の
で
、
潰
瘍
が
で
き
た
り
、
真
菌
・
細
菌
に
感
染
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

糖尿病の主な合併症と足壊疽の関係

病変 見落として
重篤化し切断も！

重症化へ

足の壊疽

狭心症

動脈硬化

心筋梗塞 （視力低下）

感染症

脳梗塞

認知症

歯周病

網膜症

腎障害

閉塞性
動脈硬化症

自
分
で
は
気
付
か
な
い
病
変
も
キ
ャ
ッ
チ
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